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非
核
三
原
則
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

外
務
省
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
六
年
十
月
二
十
四
日
、
記
者
会
見
に
お
い
て
、
記
者
か
ら
の
「
今
日
、

麻
生
外
務
大
臣
が
国
会
の
委
員
会
の
場
で
、
核
保
有
を
巡
る
議
論
に
つ
い
て
、
大
臣
は
従
来
か
ら
お
考
え
を
示
し
て
い
る
よ

う
に
、
議
論
自
体
は
容
認
す
る
と
い
う
お
立
場
の
よ
う
で
す
が
、
一
方
で
、
防
衛
庁
の
久
間
長
官
は
、
議
論
す
る
こ
と
自
体

が
、
そ
う
い
う
議
論
が
高
ま
っ
て
い
る
と
い
う
誤
解
を
与
え
か
ね
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
慎
重
な
姿
勢
を
示
し
て
い
る
の
で

す
が
、
外
務
省
と
し
て
は
、
核
保
有
議
論
に
は
ど
の
よ
う
な
姿
勢
で
臨
む
お
考
え
な
の
で
し
ょ
う
か
。
」
と
い
う
質
問
に
対

し
て
、
坂
場
三
男
外
務
報
道
官
は
、

「
日
本
の
核
保
有
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
国
内
で
も
、
海
外
で
も
関
心
を
持
た
れ
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
総
理
ご

自
身
が
公
の
場
で
何
度
も
『
日
本
政
府
と
し
て
、
非
核
三
原
則
を
堅
持
す
る
と
の
立
場
に
変
わ
り
は
な
い
』
と
明
確
に
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
す
の
で
、
外
務
省
の
立
場
は
、
こ
れ
以
上
に
、
本
件
に
つ
い
て
申
し
上
げ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
」

と
答
え
て
い
る
が
、
右
外
務
報
道
官
は
麻
生
太
郎
外
務
大
臣
と
同
一
の
見
解
を
有
し
て
い
る
か
。

二

一
で
坂
場
三
男
外
務
報
道
官
の
言
及
し
た
非
核
三
原
則
の
定
義
如
何
。

三

非
核
三
原
則
は
法
的
拘
束
力
を
有
し
て
い
る
か
。

一



四

非
核
三
原
則
を
廃
棄
す
る
こ
と
が
日
本
国
憲
法
に
抵
触
す
る
と
政
府
は
認
識
し
て
い
る
か
。

右
質
問
す
る
。

二


